
１　平成28年度取組結果（全97項目） ※参考（H27結果）

・・・ 66 項目 A： 69項目
・・・ 30 項目 B： 26項目
・・・  1 項目 C： 1項目

２　取組結果評価の視点

３　行革アクションプラン項目別の取組結果状況
Ａ Ｂ Ｃ

経営の発想に基づいた将来への備え 項目数 21項目 17 3 1
選択と集中による適正な行政資源の配分 項目数 20項目 12 8 0
効果的なサービス提供の仕組みづくり 項目数 43項目 28 15 0
安定的な自主財源の確保 項目数 13項目 9 4 0

合計 97項目 66 30 1

◆Ｂ評価項目一覧　

※　ゴシック体は目標数値未達成以外の理由でＢ評価となっているもの
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◆Ｃ評価項目一覧　

資料頁

3

評価理由

52

徴収率の向上（学童クラブ育成料）

目標未達成のため。（がん検診受診率）

計96項目

14 はなバス事業の見直し 運賃改定に向けた検討が遅れているため。

計画策定に至らなかったため。

30

項番

検診等サービスの効果的な運用と利用者負担の適正化

1

8

41

31-2

34

40

図書館の運営体制のあり方の検討

11

市民の声の庁内共有と活用の推進

給与支給・福利厚生事務等の委託化等検討

私道整備における受益者負担の適正化

徴収率の向上（介護保険料）

基本方針Ⅰ
基本方針Ⅱ
基本方針Ⅲ
基本方針Ⅳ

26

33

13-1

13-2

評価理由

評価後の速やかな対応及び着実な予算反映に課題があるため。事務事業評価の効果的運用

項目名

省エネルギー対策の推進

進捗が見られないため。

受益者負担についての調査・検討が遅れているため

　・目標数値が設定された項目は、積極的な取組がされていても、目標が未達成の場合には［Ｂ］と評価する。

目標未達成のため。（学生アルバイトの配置人数）

22-2

23

24

5-6

目標未達成のため。（時間外勤務時間数）

目標未達成のため。（現年分徴収率）

目標未達成のため。（現年分徴収率）

目標未達成のため。（滞納分徴収率）

見直しに向けた検討が遅れているため。41-1

47-3

47-5

項目名

目標未達成のため。（新規媒体導入数）

9

13-4

27

47-4

28

15

19 市民参加制度の充実

財政支援団体の見直し（勤労者福祉サービスセンター）

20

投開票事務の見直し・効率化

施策評価の効果的運用

出張所・自動交付機等の運用の見直し

徴収率の向上（保育料）

指定管理者制度の効果的活用（市民交流施設）

公民館の運営体制のあり方の検討

高齢者施設の運営体制の見直し

児童館・学童クラブの民間活力の活用推進

有料広告掲載の検討

運営体制等の見直し検討が遅れているため。

市作成刊行物の集約化・配布コストの削減

目標未達成のため。（市政モニター制度アンケート実施回数）

財政支援団体の見直し（社会福祉協議会）

財政支援団体の見直し（シルバー人材センター）

引き続き、経営改善に向けた取組が必要であるため。

平成28年度中の実施には至らなかったため。

目標未達成のため。（会員数確保）

保育園の民間活力の活用推進

見直しに向けた検討が遅れているため。

情報共有など、連携体制の強化に向けた検討が遅れているため。

具体的な検討が遅れているため。道路維持管理業務のあり方検討

児童館再編方針及び委託化方針の決定に至らなかったため。

さらなる集約化・配布方法等の検討が必要であるため。

子ども相談業務の見直し

社会教育行政の運営体制等の見直し

こどもの発達センターひいらぎの運営体制の見直し

評価後の速やかな対応及び着実な予算反映に課題があるため。

運営体制等の見直し検討が遅れているため。

福利厚生事務について、年度内の方針決定に至らなかったため。

目標未達成のため。（民間受注比率）

目標未達成のため。（被保険者一人当たりの法定外繰入
金額：26市平均）

運営体制等の見直し検討が遅れているため。

目標未達成のため。（温室効果ガスの排出量）

目標未達成のため。（自動交付機及びコンビニ交付利用率）

資料2-1平 成 29 年 11 月 10 日
第２回行財政改革推進委員会

第４次行財政改革大綱アクションプラン（平成28年度）取組結果の概要

　・複数年にわたり「調査・検討」等となっている項目は、 ヒアリング等により取組の進捗状況を確認し評価する。

6 国民健康保険特別会計の健全化

5-2

　・平成28年度の到達点が示されている項目については、取組結果に基づき評価する。

　Ｂ：一定の取組は進んでいるが、課題もある
　Ｃ：取組状況に課題があり、改善が必要である

　Ａ：順調に進んでいる

人件費の抑制（時間外勤務の縮減）

項番


